
別紙               

令和６年度（2024 年度） 

北海道十勝地方山岳遭難防止対策協議会定期総会 

内容 

■ 議事について 

 ・令和５年度事業報告、歳入歳出決算及び会計監査報告（議案第１号、２号） 

   ⇒ 質疑等なく承認された。 

・令和６年度事業計画案及び歳入歳出予算案（議案第３号、４号） 

  ⇒ 質疑等なく承認された。 

 ・加盟団体の追加について（議案第５号） 

   ⇒ 質疑等なく承認された。 

承認後、環境省帯広自然保護官事務所（栁田自然保護官）から挨拶。 

 

■ 情報提供について 

〇 北海道警察釧路方面本部 高岡企画第一補佐 

・道警釧路方面本部管内における山岳遭難発生状況について説明 

  ・遭難者数について令和５年度は過去５年平均と比較すると多くなっている。 

  ・原因は、地理的問題による道迷い、軽装での入山、登山届の提出率が低いことなどが考えられる。 

  ・対策として登山道整備や遭難防止啓発活動が有効ではないか。 

 〇 帯広測候所 佐藤予報官 

 ・気象支援資料の提供とデジタルアメダスアプリについて説明。 

 〇 十勝山岳連盟 宇野遭難対策委員長 

・令和５年度の登山道整備及び山岳パトロールについて説明。 

  〇 帯広自然保護官事務所 栁田自然保護官 

  ・日高山脈襟裳十勝国立公園について説明。 

・今後は協議会で在り方の議論を進めていく予定。 

  〇 事務局 谷藤書記 

  ・山岳遭難防止に係る啓発リーフレットについて説明。 

 

■ その他 

 〇 十勝山岳連盟 齋藤会長 

・十勝は３つの国立公園に囲まれ、昨年から登山者は増えており、山が混み合っている状態。 

今後、遭難者が増えていくことが見込まれる。 

・ＣＭやＳＮＳでの発信により、難易度の高い山に素人の登山者が増えることが懸念される。 

・近年は熊が増えており、人を恐れないで近づいてくるため注意。 

・熱中症にも注意が必要。 

  ⇒（事務局 山田書記）遭対協としては、ＨＰ等を活用して遭難防止啓発活動を行っていくとともに、関

係機関とも連携していきたい。 

 


